
 

   

 

 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月に３年生の研究授業がありました。社会科の単元「店ではたらく人と仕事」という学習です。こ

の単元では、地域ではたらく人に着目していきます。今回の授業では「名探偵○○！スーパーマーケッ

トの秘密を探れ！」と題し、スーパーマーケットで働く人の工夫、消費者の願いとの繋がりについて調

べていきました。 

 ３年生は一人一人が、よく売れる「たまご」や「牛乳」、「生鮮食品」や「冷凍食品」、「電池」などを

『自分が店長だったら』という視点で、お店のどこに配置するかを理由も考えながら決めていきまし

た。 

 ３年生は、保護者の方にインタビューをした消費者の思いやよく売れるためのお店の側の工夫を思

い出しながら商品の販売場所の配置を考えていました。 

将生さん「よく売れるたまごや牛乳は、入口から遠いほうがいいと思う。入口から遠いと、お客さんが

お店にいる時間が長くなってたくさん買い物をしてくれると思うから。」 

結愛さん「お肉コーナーの近くに唐揚げ粉を置いた方がいいと思う。お肉とセットで買いたい人がい

ると思うから。」など、これまで学習してきたことを思い出しながらしながら考えることができていま

した。 

 授業の最後には、実際にスーパーマーケットで働く方

(佐々木さん)に、工夫している点を教えて頂きました。 

 みんな「なるほど！」とうなずきながら聞き入ってい

ました。 


